
冊子 1

定 例 孝女 育 委 員 会

1

_崎 県 教 育 一 員 会



7月 定例会 (1)

開 催 日 時      令和4年 7月 14日 (木) 15時 00分

開 催 場 所      県庁行政棟「教育委員会室」

1開   会

2 前回会議録の承認

3 教育長報告

4報   告

(1)令和4年度 県市町教育委員会合同研修会の概要報告について

(2)令和 5年度長崎県公立小・中,義務教育学校管理職員選考試験の実施について

(3)令和4年度長崎県学力調査の結果について

(4)県立学校校長・副校長及び教頭選考試験の出願要件の改定について

(5)令和 5年度長崎県公立学校教員採用選考試験の志願及び受験の状況について

(6)令和 5年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用選考試験について

(7)長崎県読書バリアフリー推進計画 (仮称)策定に係る懇談会の設置について

(総務課)

(義務教育課)

(義務教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(生涯学習課)



報 告 事 項 (1)
総 務 課

件  名 令和4年度 県市町教育委員会合同研修会 概要報告について

概  要 O 令和4年度 県市町教育委員会合同研修会

1.実施期日  令和 4年 5月 30日 (月 )

※オンライン会議

2.参 加 者  96名 (県 :5名、市町 :91名 )

3.内  容  分科会別協議・意見交換

各部会における意見の概要については、別冊のとおり

4.そ の 他  各部会の意見概要 (別冊)を各市町教育委員会へ送付

※ 各部会のテーマは以下のとおり
部会・ 県委員 テ ー マ

第 1分科会
(廣田委員)

(黒田委員)

「持続可能な地域づくりを進めるための地域学校協働活動

の在り方」

～地域と学校が「連携・協働」する持続可能な体制づくり

第2分科会
(小松委員)

(森委員)

「子どもの貧困の現状と対策に向けた取組」について

第3分科会
【教育長部会】

(中崎教育長)
「心るさと教育について」

-1-



件 名 令和5年度長崎県公立小・中・義務教育学校管理職員選考試験の実施について

概  要 1 目 的
令和 5年度以降に任用する長崎県公立小 。申学校及び義務教育学校の校長、

副校長及び教頭を選考する資料を得るために行う。また、副校長については、

校長候補者名簿に登載された者の中から登用する。

なお、教頭候補名簿に登載された者の中から主幹教辞命として登用することも

ある。

出願資格

○ 校長 ・教頭経験を有し、これに準ずる職も合わせて 3年以上の経験を有す

る者

O教頭 ・主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、事務職員及び

学校栄養職員並びに市町教育委員会事務局等に勤務する者

・教職員として 12年以上の経験を有する者
,41寂以上の者

選考試験

○ 校長 。一次試験  論文      ・二次試験  面接

O教頭 。一次試験  筆記試験、論文 。二次試験  面接

期日口場所

O‐次試験  令和4年 7月 30日 (土) 長崎県教育センター

O二次試験  令和4年 10月 (予定)  長崎県庁舎行政棟

2

3

4

5 ( で

6

教 頭 計区 分 校 長

432(51)261(22) 171(29)出 願 者

105 181名簿登載予定数 76

計年度 校  長 教  頭

296「(22) 570(34)31 274(12)

579(46)288(12) 291(34)R2

285(35) 561(57)R3 276(22)

474(51)R4 251(19) 223 (32)

報 告 事 項 (2)
義務教育課
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件  名 令和4年度 長崎県学力調査の結果の概要について

概 要 | く小学校国語・算数 中学校口服・数半・奥冊>

I 調査の概要

1 調査目的
本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状況を把

握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等に役立てると

ともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力向上対策の一層の充

実を図る。

2 調査実施期間 B調査内容

○令和4年 4月 19日 (火)、 120日 (水 )
・小学校調査 (国語・算数 :第 5学年 :40分)
。中学校調査 (国語 。数学 :第 2学年 :45分)

( 英語  :第 3学年 :45分)

3 調査実施校数及び児童 口生徒数
(1)調査実施校数 476校

(2)調査実施児童・生徒数
小学校第 5学年 10,917人
中学校第 2学年 10,381人
中学校第 3学年 10,111人

※  「Ⅱ結果の概要」については、別添資料を御参照ください。

報 告 事 項 (3)
義務教育課
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件  名
県立学校校長・副校長及び散頭遇考献験の出願要件の改定について

概 要 1概 要
幅広い人材の登用を目指し、令和 5年度選考試験から、教頭の出願要件に

おいて、年齢制限を撤廃する。

2内 容

新 出願要件 (経験年数は、令和 4年度末甥在とする。)

本県の県立学校等に勤務する本県採用の教職員 (臨時的任用及び再任用

を除く。)で、管理職としての意欲と資質を有し、次の要件を満たす者。
(1)校長・副校長候補               】

教頭またはこれに準ずる職に 3年以上の経験を有する者

(2)教顕候補     |
教職員として 10年以上の経験を有する者

十日 出願要件

本県の県立学校等に勤務する教職員 (臨時的任用教職員及び再任用教職

員を除く。)で、管理職としての意欲と資質を有し、次の要件を全て満た

す者。 (受験時の年度末において)

(1)校長・副校長候補
ア 教頭またはこれに準ずる職に3年以上の経験を有する者

(・ 2)教頭候補
ア 教職員として 10年以上の経験を有する者
イ 年齢が43歳以上の者

報 告 事 項 (4)
高 校 教 育 課
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報 告 事 項 (5)
高 校 教 育 課

件  名
令和 5年度長崎県公立学校教員採用選考試験の志願及び受験の状況について

概  要 志

※倍率=受験者数■採用予定者数
※小学校・中学校教諭の受験者数は、関東 。関西会場受験希望者を含めない暫定値

4令和 5年度
i募

轡蓬窪躍塵峯 前年

度差

受 験

者数

採用

予定
き滸

倍率
前年
度差

区分

二五コ困函日 25 :と瀬L2 -0.2 326 235小 学 校 -12

4 if翻  4 一一 -0.1 27 18 1.5国  語
'畑
慨

|ヨロヨ顕晉爵     1 -2.0 55 9 6.1社  会 i:1郎 -14

:ゴ曇麓0!翻  2 -0,8 42 9 4.7数  学 i鐵 1

■導,, -1.1 30 14 2.1|イ ヤ単
■r ittυ -11 II:翻  5理  科

2.1二|1盤 0 ■、翻  3 -0.4 25 12音  楽
3 i■・ 輯 i 3 0.1 5 7 0,7美  術
|ナ♯襲慮顔  ィo !穏謙iご -0.5 56 10 5.6保  体 4i輻酪:

-5

|:1擾観    3 -0.3 8 7 1.1技 術 0

0.6 7 8 0.98 とここ麹閣   2家  庭
11 3.00 t爛  2 -0.5 33英  語
2.7-14 :翻  25 -016 288 105

中学校

小  計
II鰯   2 -1.2 18 5 3.C国  語 -1

1.5 11 2 5.5世界史 -4 技ゞ褻団顧   -1
3 6.0=2 IⅢ耳碑 1 -2 10.0 18日本史

4 3翻 -2.7 5 1 5,0

地理
歴史

地       理

0 0 0.0 4 1 4.0公  民
-3 3,7 44 7 613数  学 -4

上重ヨ理露囲躍:  0 0.0 6 1 6.0物  理 0

5.0 15 3 5.0化   学 =5 -2

2 8.0生  物 -2
醐  -1 6.0 16

2.0鞠 2 1

理科

地  学
-8 1爛  1 -4.5 57 4 14,3保  体
-3 穂 露 l o -3.0 8 1 8.0音  楽
1鞠 l o 5.0 1 1 1.0美  術 5

41雪冨撻i

芸術

書  道
-0.3 12 8 1.5●I■耳 2 |,Rぞ観躍露    4英  語

|1冦旋 3.0-1 1墓1  1 -1.0 9 3家 庭
-4 ,fl:機    1 -6.0 8 1 8.0農  業
1 fI覇| -2 3.7 4 3機  械
盛撻 | -1 1.7 4 3 1,3電  気 2
1鞠建  築

-3.0 5 1 5,0土  木 -3 」「;革と1  0
艶ζ害ヨ詈麗|

工業

工  化
6 1鞠  3 -5。 2 9 1 9,0商 業
1翻看  護

福  祉
0 1,0 3 3 1.0情  報 3

-0,7 259 55 4.7小  計 -8 8

高等
学校

-3 -12 1.4 32 22 1.5小学部
-6 -3 0.1 47 23 2.0中・高等部

i■鍛襲隣 -9 穐藝囲  -15 0.5 79 45 1.8

特別支
援学校

小  討
94 20-3 |∫翻 4    0 -0.1養 護 教 論

卜.1働 -46 IS5'｀1  43 をro^ と0.3 1.04S 460 2.3合    計 1.む021.
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報  告  事  項  (6)

件名

令和も年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用選考試験に

ついて

1職  種
(1)実習助手 (理科、農業、

・
工業(機械、化学、建築、土木)、 商業、

福祉、特別支援)
(2)寄宿舎指導員

2 募集人数及
《A採用 〈 )》

※上記手帳は、受験申込目及
必要です。

目当日におい あること

募集職種 募集人数 対象者及び資格

実
習
助
手

①昭和38年 4月 2日 から平成 17年 4月
ユ日までに生まれた者
②地方公務員法第 16条の各号の規定に該
当しない者
③身体障害者福祉法第 15条に定める身体
障害者手帳、精神保健福祉法第45条に
定める精神障害者保健福祉手帳及び各都
道府県または政令指定都市が発行する療
育手膜の交付を受けており、実習助手と
しての職務遂行が可能な者
※理科は、採用後、理科以外の教科の実習
助手として任用する場合がある

①昭和38年 4月 2日 から平成 17年 4月
1日までに生まれた者
②募集職種に関係ある学校や学科等を卒業
又は卒業見込みの者
③地方公務員法第 16条の各号の規定に該
当しない者
④身体障害者福祉法第 15条に定める身体
障害者手帳、精神保健福祉法第45条に
定める精神障害者保健福祉手帳及び各都
道府県または政令指定都市が発行する療
育手帳の交付を受けており、実習助手と
しての職務遂行が可能な者

制
難

理科

若干名

工業

商業
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《B 》

3 出願期間
令和 4年 7月 15日 (金)～令和 4年 8月 4日 (木 )
※当日消印有効 持参の場合は午後 5時まで

4 第 1次試験
(1)試験日時
(2)試験会場

令和4年 8月 17日 (水)午前 9時 30分～
長崎県教育センター  ,
(大村市玖島 1丁目24-2)

写霜瞥肇馨腎雛 (?ギ寧楚
査

令和4年 9月 16日 (金 )
長崎県庁行政棟3階
(長崎市尾上町3-1)

写結畜牽1。骨写今冒策火)予定

5 第 2次試験
(1)試 験 日
(2)試験会場

(3)試験内容
(4)合格者発表

(3)試験内容
(4)合格者発表

対象者及び資格募集人数募集職種

1名理科

1名

①昭和38年 4月 2日 から平成 17年 4月 1
日までに生まれた者

②地方公務員法第 16条の各号の規定に該当
しない者

※理科は、採用後、理浴「以外の教科の実習助

手として任用する場合がある

特別

支援

農業 1名

工業

(機械)
2名

( )花輩 1名

工業

(建築)
1名

1名
工業
(土木)

商業 1名

1名

①昭和 38年 4月 2日 から平成 17年 4月 1
日までに生まれた者

②募集職種に関係ある学校や学科等を卒業又
は卒業見込みの者

③地方公務員法第 16条の各号の規定に該当
しない者

実
習
助
手

福社

①昭和 38年 4月 2日 から平成 17年 4月 1
日までに生まれた者

②地方公務員法第 16条の各号の規定に該当
しない者

1名寄宿舎
指導員
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件  名 長崎県腕書パリアフリー推進計回 (仮称)策定に係る懇綾会の設置について

概 要 1 目的
令和元年に「視党障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律

(読書バリアフリー法)」 が成立し、同法第 8条において、地方公
共団体の努力義務として、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進

に関する計画を定めること」が求められている。

推進計画の策定に向け、本県の視覚障害者等の読書環境の整備に
ついて幅広く意見を求めるため、「長崎県読書バリアフリー推進計

画 (仮称)策定に係る懇談会」を設置する。

2 設置期間
令和4年 7月 から令和 5年 3月 まで (7月 、9月 の 2回実施予定)

3 委員構成
学校関係者、学識・医療関係者、図書館関係者、障害者団体等関係者、

行政関係者 (11名予定)

4 協議事項
○ 視覚障害者等の読書環境の整備・充実について

O視覚障害者等の読書環境の整備を通じた共生社会の推進について
O視覚障害者等の当事者、図書館、ボランティア団体、行政機関等
との連携の構築について

○ その他、長崎県読書バリアフリー推進計画について

5 今後のスケジュール (案 )
①  7月 27日   第 1回懇談会 (推進計画骨子について)
0 9月 中旬   第 2回懇談会 (推進計画について)
010月      定例教育委員会 (計画案説日月、パブリックコ

メントの実施について)

① 10月 下旬～  パブリンクコメント
11月 下旬

① 12月      定例教育委員会 (パブリックコメン ト結果報
告 )

0 1月      定例教育委員会 (計画案の議案提出)
①  2月      県議会への報告 (文教厚生委員会議案外報

告)'
0 3月      関係機関への周知

報 告 事 項 (7)
生涯学習 課

-8エ



長崎県読書パリアフリー推進計画 (仮称)策定に係る懇談会 設置要細

(名称)
第 1条 この懇談会は、長崎県読書バリアフリエ推進計画 (仮称)に係る懇談会 (以下「懇
談会」という。)と称する。

第鍵伊警F晩;鶏脚 璃鼎酬鞘i絲黒擢残麟
すべての県民が読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受し、一生を通じて学び続け、

人生を豊かにできる社会の実現を図ることを目的とする。

(協議事項)
第3条 懇談会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事項について協議・提言等
を行う。
① 視覚障害者等の読書環境の整備・充実について

② 視覚障害者等の読書環境の整備を通じた共生社会の推進にういて

③ 視覚障害者等の当事者、図書館、ボランティア団体、行政機関等との連携の構築に
つ

いて

④ その他、長崎県読書バリアフリー推進計画について

(構成)
第4条 懇談会は、次の者をもつて委員 15名以内で組織し、教育長が委嘱する。
① 学校関係者
② 学識・医療関係者
③ 図書館関係者
④ 障害者団体
⑤ 行 政
2委員には、視覚障害等の当事者を含めることとする。

(任期)
第5条 委員の任期は1年以内とする。
2委員は、再任されることができる。
3補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(委員長及び副委員長)

第6条 懇談会には委員長及び副委員長を置く。
2委員長は、委員の互選により選任し、副委員長は委員長が指名する。
3委員長は、会務を総理し、懇談会の議長となる。
4副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。

(会議)

第 7条 懇談会は、委員長がこれを招集し、会議を主宰する。
2委員長が必要と認めたときは、委員以外の者に会議へめ出席を求め、意見等を聴取する
ことができる。ヽ

(庶務)
第 8条 懇談会の庶務は、 県教育庁生涯学習課において行うものとする。

附則
この要綱は、令和4年 4月 27日 から施行する。
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(別紙 )

長崎県腕書パリアフリー推進計画 (仮称)策定に係る懇議会 委員名簿

氏 名 所属・役職 備 考

将 腰 県立盲学校 校長 学校関係者

暫ギ篭
うとどゴら解 長崎大学医学部 教授

学識 ,医療

関係者
詩箭岩飛 長崎医療センタエ 眼科 医長

ヤヽけだ  こう
池田 浩 県立長崎図書館 館長

図書館関係者
さがら ゆたか
相良 裕 諫早市立図書館 前館長

猪¥贅いち 松浦市立図書館 館長

まつの

松野
まさこ

雅子 長崎県視覚障害者情報センタエ 所長

障害者団体等

関係者

のぐち

野 口 箸
｀

(―社)長崎県視覚障害者協会 会長

と き

土岐
たつ し
士
〕い達 (―社)長崎県身体障害者福祉協会連合会 会長

罰 Υ 障害福祉課 課長
行政関係者

雰態 蟹暫 特別支援教育課 課長

事務局  生涯学習課
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